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(^*^)編集後記(^*^) ▽忙しくなると旅に出たくなります。でも忙しい故に出られません。

使っていないマイルばかりがたまります。(sh)▲この時期はりんごが一番美味しい季節

(*^^*)今シーズンは何種類食べられるかただいま挑戦中！（千雪）▽一年ぶりに髪を切りま

した。ほどくとアフロになります。スキンヘッドが夢です。（苔） 

それでは次回の「ごちゃっと」をお楽しみに～♪ 

※表紙の画像掲載に関する著作権の許諾については、出版社の許可をいただいております。 

 

絵 心 ク イ ズ 

芸 術 の 本 、 い ろ い ろ ！ 

特 

集 

で、結局ＥＳＤって何なの？ その１ 

その２ ＥＳＤとは「持続可能な開発のための教育」のこ

と。社会の存続には、世界中で山積みになってい

る問題の解決が不可欠。そのためにはどうしたら

よいかを考え、学び合う、それがＥＳＤなのです。 

要は生きたきゃ何とかしろといったと 

ころでしょうか。今年はＥＳＤユネスコ世界会議が

名古屋で開催されます。せっかくの機会、自分に

は関係ないなんて言わずに、ちょっとだけでも考

えてみてはいかがでしょうか。 

名古屋で 11月に行われる会議には偉い人が 1000人

くらい来るらしいです。 

今、スタンプを集めると、抽選で記念品がもらえます。 

何かと話題の（？）ESD の取り組みのひとつとして、名古屋市図書館をはじめと

するAELネット加盟施設では、スタンプラリーを行っています。AELネットとは愛

知県内の環境学習施設等のこと。環境について学ぶイベントや講座に参加す

るとスタンプがひとつもらえます。スタンプを集めるとすてきな記念品が当たる

チャンスが！ 

応募台紙や各施設のイベント情報など、くわしいことは「AELネット」で検索してく

ださい。 

ｴﾈﾙｷﾞｰ 

貧困 環境問題 

etc. 



 

 

 

 

 

芸術といえば秋、秋といえば芸術。１１月は果たして秋なのか？いや、１２月は 

もう冬ではないか？という疑問もあるが、スポーツよりも食欲よりも芸術に興味を 

持った「ごちゃっと」メンバー３人は、自らの記憶と画力を頼りに絵を描く「絵心 

クイズ」を行うことにした。 

まだ暑さが残る９月、鶴舞中央図書館内の秘密基地（笑）にて「絵心クイズ」は 

決行された。各自が考えたお題を１０個ずつ提出し、くじで選んだお題を描く。 

最初のお題は「走る人」。皆それなりにそれらしい絵を描く。順調な滑り出しだ。 

その後も無事続くかと思われたその時、「名古屋市役所」で恐ろしい回答が出た。 

「…苔さん、それは市役所ではなくお城なのでは…？」（笑） 

他県出身の苔さんの迷回答ぶりに、名古屋出身の shさんと千雪は笑いを隠せない。 

続いての迷回答は shさんの「ヨンデルー」。 

「ヨンデルーの耳が…！！」ショックを受けるヨンデルーファンの苔さん＆千雪。 

もちろん、千雪の回答も負けてはいない。「牛」の絵が苔さん＆sh さんの笑いのツ

ボを突いたらしく、「確かに牛だけど、目力が強すぎる！」と絶賛（？）された。 

個人的に一番おもしろかったのは、「金のしゃちほこ」。３人とも似ているわけでは

ないのだが、全然似ていないわけでもない、というなんとも不思議な絵。 

もう少し続く芸術の秋、そして間もなくやって来る冬に向けて、この特集を読んだ

あなたも自らの画力を試してみてはいかがだろうか。 

 

文責：美術が大の苦手な千雪（＊T_T*） 

絵心クイズ 

『名古屋市役所』 

 苔／画 

『ヨンデルー』 

 sh／画 

『牛』  

千雪／画 

０３９９２５３２５１  
う 

 

『金のしゃちほこ』～似ているようで似ていない～ 

鉛筆一本でいざ勝負！ 



 

 

 

 

 

 

 

芸術の本、いろいろ！ 

 

苔 

千雪 

ｓｈ 

『こんにちは美術』 

福永信／文と構成 岩崎書店 

一口に美術作品といっても、その

形はさまざま。絵画や彫刻だけで

なく、生の野菜や自分の髪の毛を

使ったものがあったり、はたまた

ひとつの部屋や公園そのものが作

品になったり！この本には、そう

した美術作品の自由で楽しい雰囲

気がぎゅっとつめこまれています

（全３巻）。読めばきっと、美術館

に行きたくなるはず。表紙を飾る

作品にも注目です。 

『「美しい」ってなんだろう？』 

森村泰昌／著 イースト・プレス 

何を美しいと感じるかは人それぞれ。ひとつの美術作品

をみて、「笑える」と思う人もいれば「悲しい」と思う人

もいる。大事なのは、どうしてそんなふうに思うのかを

じっくり考えて、自分なりの「美しさ」のポイントを見

つけること。自身も美術家で、今年の横浜トリエンナー

レではアーティスティック・ディレクターも務めた著者

による、ティーンズ向け美術入門書。 

『ベートーヴェンの真実』 

ラッセル・マーティン＆リディア・ニブリー／作 

児玉敦子／訳 ＰＨＰ研究所 

クラシック界の巨匠、ベートーヴェン。１８２７

年、死の直後に形見として切り取られた５８２本

の灰色の遺髪は、１９９４年にオークションによ

ってアメリカ人の手に渡り、詳細な調査が行われ

た。約１７０年前の遺髪はどのような道のりでド

イツからアメリカへ渡ったのか？また、彼が晩年

難聴に苦しめられた原因は？生涯の物語と絡め

ながら、その謎に迫る。 

『巨大仏！！』中野俊成／著 河出書房新社 

２０１４年ワールドカップ会場となったブ

ラジル・リオデジャネイロの巨大キリスト像

は迫力満点。しかし、日本にもそれに負けな

いくらい巨大な仏像が存在した！この本で

は高さ約４０メートル以上の仏像を「巨大

仏」として定義し、全国の仏様を紹介。 

ちなみに名古屋市千種区の「名古屋大仏」（高

さ１５メートル）は「準巨大仏」として登場。

雄大な姿と優しいまなざしに満ちた芸術作

品を楽しもう。 

『ナンシー関の記憶スケッチアカデミー』ナンシー関／編・著 カタログハウス 

記憶スケッチとは、提示されたお題を記憶のみに頼って描くという企画。「カエル」

「パンダ」「鉄腕アトム」「スフィンクス」「ランドセル」・・・。もちろん見たこと

はある。一見簡単に描けそう。でも全国から寄せられた応募作品は「何をトチ狂っ

た？」と思わせるものが大量に。絵心のなさ故か、人間の記憶のあやふやさ故か？

応募作品に対するナンシーのツッコミも痛快。２巻まで。 

『西原理恵子の人生画力対決 １』西原理恵子／著 小学館 

主にマンガ・アニメなどのキャラクターのお題を与えられ、何も

見ずお客さんの前で描いて発表する。登場するのはちばてつや・

藤子不二雄 Aなど漫画界の大御所から福本伸行のような人気漫画

家まで。迎え撃つのは西原理恵子。「すべての漫画家に喧嘩売り

ます」はたしてこの勝負の行方は？現在７巻まで。 



『真夜中の電話 

ウェストール短編集』 

ロバート・ウェストール／

作 原田勝／訳  

徳間書店 

 真夜中の電話って怖い

ですよね。それが殺され

る！と助けを求める電話

だったなら？「真夜中の電

話」は悩み相談を行うボラ

ンティア団体に、クリスマ

スイブに助けを求める１

本の電話がかかってきた

ことから始まります。電話

の主の正体は？イギリス

の児童文学賞カーネギー

賞作家ウェストールの短

編集。秋の夜長にぞくっと

したい方ぜひ。(大) 

 

 

『お城へ行こう！』 

萩原さちこ／著  岩波書店 

 小学２年生の時に「お城っておもしろい

なあ！」と感動して以来,全国のお城をめぐ

り、本やテレビ・ラジオでお城を紹介する

ことをライフワークにして 

いる萩原さちこさん。各地 

に残るお城の魅力と楽し 

み方を教えてくれます。 

名古屋城ものってま～す！ 

(かさね） 

 

 

『理系アナ桝太一の生物部な毎日』 

桝太一／著 岩波書店 

 虫取りに熱中した中学時代、樹木観察を経て

公園のジオラマ作りに取り組んだ高校時代、海

の生物に魅せられた大学時代、そして日本テレ

ビアナウンサーとして奮闘する 

現在。理系出身のアナウンサー 

枡太一さんが生きものと共に成 

長した青春時代を熱く描きます。 

理系、文系どちらも楽しめる 

１冊。(大) 

 

『シーラカンスの謎  

陸上生物の遺伝子を持つ魚』  

安部義孝／共著 岩田雅光／共著 

誠文堂新光社 

「生きた化石」って呼ばれるシーラカンス

って、名前だけは知ってるという人も多い

のでは。もう絶滅したと考えられていたん

ですが、１９３８年に生きているシーラカ

ンスが見つかるんです。この本読むとよく

分かるんだけど、シーラカンスってヒレが

10 枚あるそうです。 

背ビレ（×３）、胸 

ビレ（右と左）、腹 

ビレ（右と左）、尻 

ビレ（×２）、尾ビ 

レ計１０枚 めっち 

ゃ多い！！(む) 

 

『グリーン・ 

グリーン』 

あさのあつこ／著 

徳間書店 

失恋した時に食べた

お米のおいしさがきっ

かけで（？）農林高校

を希望した新任教師、

翠川真緑（みどりかわ

みどり）。都会育ちで農

業や農林高校について

ほとんど知らずに一年

生を担任することにな

ります。生徒から「グ

リーン・グリーン」と

いうニックネームで呼

ばれる翠川先生の一年

間の物語。(かさね）

 

『仕事を選ぶ 先輩が語る働く現場 64』 

朝日中学生ウイークリー編集部／編著 

朝日学生新聞社 

 将来どんな仕事をしたいかよく分からないっ

ていう人、こんな本も読んでみるといいかも。

この本は、警察官からラジオＤＪまで、６４も

の仕事を解説してあります。そして、その説明

がとってもリアルで分かりやすい！！その仕事

の楽しい面や大変な面、その仕事をやりたいと

思ったきっかけなどなど…、とにかく読みやす

いよ☆(む) 

新刊紹介 

 

  


